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天王町�
飯田川町�

昭和町�

小さな苗１本１本が力強く育つように
新市の１人ひとりが活き生きと輝くまちづくりを目指します！

５月13日飯田川小学校の学習田で行われた田植えの様子です。

はじめに田んぼの先生、菊地栄一さん（秋田県経営農業士）から説明を受け、５年生の子どもたち52名と

お手伝いの老人クラブの方々40名で小さな苗を手に田植えが行われました。

子どもたちは田んぼの泥の感触に大はしゃぎ。 秋にはみんなの思いがたくさんつまったお米が実り、

今年も楽しい収穫祭が行われることでしょう。
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平
成
十
六
年
五
月
二
十
日
（
木
）
天
王
町
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
第
十
四
回
合
併
協
議
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
協
議
会
に
は
、
委
員
等
二
十
一
名
が
出
席
し
、
約
三
十
人
が
傍
聴
し
ま
し
た
。

は
じ
め
に
石
川
会
長
は
『
新
市
建
設
計
画
は
、
三
町
の
一
体
性
の
速
や
か
な
確
立
と
住
民
福
祉
の
向
上
等
、

新
し
い
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
を
構
築
し
て
い
く
た
め
の
基
本
と
な
る
計
画
で
あ
り
、
よ
ろ
し
く
ご
協
議
を
お
願

い
し
た
い
』
と
あ
い
さ
つ
。

新
市
名
称
応
募
に
係
る
名
付
け
親
賞
の
授
賞
式
が
行
わ
れ
、
続
い
て
継
続
協
議
と
な
っ
て
い
た
新
市
建
設
計

画
の
ほ
か
、
財
産
区
の
取
扱
い
な
ど
七
項
目
の
協
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

協
議
事
項

《
継
続
協
議
》

新
市
建
設
計
画
に
つ
い
て

前
回
概
要
を
説
明
し
た
新
市
建
設
計
画
に
つ
い
て
、

本
格
的
な
協
議
が
始
ま
り
、
お
お
ま
か
な
事
業
や
そ

れ
に
伴
う
財
政
計
画
な
ど
に
つ
い
て
活
発
な
意
見
が

交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

新
市
建
設
計
画
は
、
現
在
、
県
と
内
協
議
を
進
め

て
お
り
、
未
提
案
と
な
っ
て
い
る
県
事
業
に
関
す
る

部
分
に
つ
い
て
は
次
回
提
案
す
る
こ
と
と
し
、
継
続

協
議
と
な
り
ま
し
た
。

主
な
質
問
や
意
見
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
商
工
会
の
合
併
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
対
応
を
し

て
い
く
の
か
。

答
　
法
人
格
を
持
つ
商
工
会
は
、
今
後
も
そ
れ
ぞ
れ

が
独
自
の
活
動
を
し
て
い
く
こ
と
も
で
き
る
が
、
同

じ
行
政
区
内
で
も
あ
り
、
三
つ
の
商
工
会
が
よ
り
よ

い
方
向
を
模
索
し
な
が
ら
一
緒
に
な
っ
て
い
く
と
い

う
方
向
が
正
し
い
の
で
は
な
い
か
。

▽
住
民
に
対
し
て
新
市
は
本
当
に
過
ご
し
や
す
く
な

る
の
か
、
健
全
な
財
政
基
盤
が
確
立
で
き
る
の
か
、

協
議
会
委
員
が
建
設
計
画
を
検
証
す
る
必
要
が
あ
る

の
で
、
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
項
目
や
合
併
後
の
財
政

指
標
な
ど
の
資
料
を
提
示
し
て
ほ
し
い
。

▽
国
の
財
政
事
情
等
に
よ
っ
て
非
常
に
流
動
性
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
十
年
ス
パ
ン
を
ベ
ー
ス
に
概
ね
計
画

を
た
て
、
そ
の
時
々
の
住
民
ニ
ー
ズ
に
応
え
た
事
業

を
執
行
し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。
詳
細
な
デ
ー
タ
ま

で
踏
み
込
む
と
、
新
市
の
予
算
執
行
の
足
か
せ
に
な

り
か
ね
な
い
。

新市の名付け親賞を昭和町の門間光夫様が

授賞されました。おめでとうございます。

新市名称応募に係る
名付け親賞授賞式
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答
　
建
設
計
画
は
、
三
町
の
基
本
構
想
や
長
期
発
展

計
画
等
を
網
羅
し
、
そ
の
大
枠
を
示
し
た
も
の
で
あ

る
。
新
市
に
お
い
て
建
設
計
画
を
具
体
化
す
る
実
施

計
画
を
策
定
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
国
の
財
政
事
情

等
に
よ
っ
て
ロ
ー
リ
ン
グ
し
て
い
く
も
の
で
あ
る
。

資
料
に
つ
い
て
は
す
べ
て
が
詳
細
な
も
の
で
は
な
い

が
、
可
能
な
限
り
提
示
し
た
い
。

▽
三
町
で
は
ス
ポ
ー
ツ
施
設
が
充
実
し
て
い
る
が
、

文
化
施
設
が
少
な
い
よ
う
に
感
じ
る
。
バ
ラ
ン
ス
を

と
る
た
め
に
も
文
化
施
設
、
特
に
市
民
会
館
の
よ
う

な
施
設
が
新
市
に
必
要
で
は
な
い
か
。

答
　
文
化
施
設
（
市
民
会
館
）
の
整
備
は
、
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
を
通
し
て
そ
の
必
要
性
を
感
じ
て
い
る
。

し
か
し
、
そ
の
規
模
や
場
所
の
選
定
、
財
政
背
景
等

い
ろ
い
ろ
と
課
題
が
あ
る
。
建
設
計
画
の
中
で
も
、

市
民
会
館
的
な
性
格
を
持
つ
文
化
・
交
流
施
設
の
整

備
を
進
め
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

▽
新
市
の
発
展
に
は
ソ
フ
ト
事
業
が
大
事
で
あ
る

が
、
建
設
計
画
の
目
玉
と
な
る
ソ
フ
ト
事
業
は
な
に

か
。

答
　
ソ
フ
ト
事
業
は
目
立
た
な
い
も
の
だ
が
、
社
会

教
育
関
係
の
中
で
も
公
民
館
事
業
は
重
要
と
考
え
て

い
る
。
次
回
ま
で
検
討
し
た
い
。

▽
平
成
十
九
年
の
秋
田
国
体
で
、
相
撲
は
天
王
町
、

レ
ス
リ
ン
グ
は
昭
和
町
・
飯
田
川
町
が
開
催
会
場
で

あ
る
。
宿
泊
施
設
の
関
係
で
体
育
団
体
が
苦
慮
し
て

い
る
の
で
開
催
期
日
の
調
整
を
要
望
す
る
。

財
産
の
取
扱
い
に
つ
い
て

（
財
産
区
の
取
扱
い
）

財
産
区
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
確

認
し
ま
し
た
。

●
昭
和
町
豊
川
財
産
区
、飯
田
川
町
下
虻
川
財
産
区
、

飯
田
川
町
和
田
妹
川
財
産
区
、
飯
田
川
町
飯
塚
財

産
区
は
、
新
市
の
そ
れ
ぞ
れ
の
財
産
区
と
し
て
存

続
す
る
も
の
と
す
る
。

●
飯
田
川
町
下
虻
川
財
産
区
、
飯
田
川
町
和
田
妹
川

財
産
区
、
飯
田
川
町
飯
塚
財
産
区
の
協
議
員
は
、

新
市
に
お
い
て
設
置
す
る
。

財産区名／昭和町豊川財産区
(1)設置年月日　　昭和３１年１２月　３日

(2)議会議員数　　　１０名

(3)財産内訳

財産区名／飯田川町下虻川財産区
(1)設置年月日　　昭和４５年　４月１日

(2)協議員数　　　１３名

(3)財産内訳

財産区名／飯田川町和田妹川財産区
(1)設置年月日　　昭和４５年　４月１日

(2)協議員数　　　　８名

(3)財産内訳

財産区名／飯田川町飯塚財産区
(1)設置年月日　　昭和４５年　４月１日

(2)協議員数　　　　８名

(3)財産内訳

●山　林 1，767，800.00m2

●基　金 10，560千円

●山　林 11，584.00m2

●原　野 11，419.00m2

●その他 9，038.53m2

●山　林 1，220.61m2

●原　野 36，682.21m2

●その他 4，147.19m2

●山　林 16，534.00m2

●原　野 6，872.00m2

●その他 2，577.93m2

●財産区の現況●

市
町
村
の
一
部
地
域
（
住
民
）
が
山
林
、
原
野
等

の
特
定
の
財
産
又
は
公
の
施
設
を
保
有
す
る
場
合
、

そ
れ
を
管
理
す
る
た
め
に
設
け
ら
れ
る
特
別
地
方
公

共
団
体
。

法
人
格
を
有
し
、
そ
の
財
産
又
は
公
の
施
設
の
管

理
、
処
分
、
廃
止
を
行
う
が
、
一
般
的
な
行
政
権
は

も
た
な
い
た
め
、
財
産
区
の
あ
る
市
町
村
の
長
、
議

会
が
そ
れ
ぞ
れ
機
関
と
し
て
機
能
す
る
。
知
事
が
必

要
と
認
め
た
と
き
に
は
財
産
区
に
議
会
を
設
置
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

財
産
区
と
は
？

ミ
ニ
メ
モ

（平成14年度決算）



旧
天
王
町
庁
舎�

旧
昭
和
町
庁
舎�

旧
飯
田
川
町
庁
舎�

■市　長■�

■教育委員会■　　　　■教育長■�

●
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー
は
、
よ
く
利
用
す
る
窓
口
業
務
（
戸
籍
・
住
民
票
の
発
行
や
届
出
、
税
の
納
付
や
証
明
、
福
祉
・
年
金
申
請
等
）
を
行
い
、
３
町
庁
舎
の
ど
こ
で
も
各
種
届
出
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。�

■議　会■�
�
■農業委員会■�

●市民課�
●生活環境課�
�
●学校教育課�
●幼児教育課�
●生涯学習課�
●社会体育課�

●福祉事務所�
●保健課�
�
●産業振興課�
●商工観光課�
�
●建設課�
●都市計画課�
●下水道課�
�
●経理課�
●業務課�
�
●事務局�
�
●事務局�

■選挙管理委員会■�
�
■監査委員■�
�
■固定資産評価審査委員会■�

■収入役■�

■市民部■�

■総務部■�

�
�

■企画振興部■�

■福祉保健部■�
�
�
■産業労働部■�
�
�
■建設部■�
�
�
�
■水道局■�■企業管理者■�

●総務課�
●財政課�
●税務課�
●収納課�
●追分出張所�
�
●企画課�
●まちづくり推進課�
●情報統計課�
�
●会計課�
�
●事務局�
�
●事務局�
�
●事務局�

総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー�

※庁舎、部・課の名称等は、現時点の案であり、�
　確定したものではありません。�

■助　役■�

事務組織機構は、合併協議会で確認された整備方針に基づいて具体的に�
検討していくことになりますので、確定次第お知らせします。�

総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー�

総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー�
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第14回 合併協議会

事
務
組
織
及
び
機
構
の

取
扱
い
に
つ
い
て

事
務
組
織
及
び
機
構
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、
次

の
と
お
り
確
認
し
ま
し
た
。

◎
新
市
の
事
務
組
織
・
機
構
に
つ
い
て
は
、
次
の
方

針
に
従
い
整
備
す
る
も
の
と
す
る
。

●
市
民
に
分
か
り
や
す
く
、
か
つ
利
用
し
や
す
い
組

織
・
機
構

●
市
民
の
声
を
適
切
に
反
映
す
る
こ
と
が
で
き
る
組

織
・
機
構

●
指
揮
命
令
系
統
及
び
責
任
の
所
在
が
明
確
な
組

織
・
機
構

●
新
市
建
設
計
画
を
円
滑
に
遂
行
で
き
る
組
織
・
機

構
●
行
政
課
題
や
緊
急
時
に
即
応
で
き
る
組
織
・
機
構

◎
合
併
時
は
、
三
町
の
役
場
庁
舎
を
分
庁
舎
と
し
て

有
効
活
用
し
、
行
政
機
能
の
振
り
分
け
に
つ
い
て

は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

●
旧
天
王
町
庁
舎
は
、
総
務
、
企
画
の
各
部
門
及
び

選
挙
管
理
委
員
会
、
監
査
委
員
、
固
定
資
産
評
価

審
査
委
員
会
を
配
置
す
る
。

●
旧
昭
和
町
庁
舎
は
、
福
祉
、
産
業
、
建
設
、
水
道

の
各
部
門
及
び
議
会
、農
業
委
員
会
を
配
置
す
る
。

●
旧
飯
田
川
町
庁
舎
は
、
市
民
部
門
及
び
教
育
委
員

会
を
配
置
す
る
。

●
各
庁
舎
に
住
民
が
よ
く
利
用
す
る
窓
口
業
務
を
行

う
「
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
す
る
。
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補
助
金
、
交
付
金
等
の
取
扱
い
に
つ
い
て

補
助
金
、
交
付
金
等
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、
次

の
と
お
り
確
認
し
ま
し
た
。

◎
各
種
団
体
等
へ
の
補
助
金
、
交
付
金
等
に
つ
い
て

は
、
各
町
の
従
来
か
ら
の
経
緯
・
実
情
等
を
考
慮

し
つ
つ
、
新
市
に
お
い
て
調
整
す
る
。

●
三
町
に
共
通
す
る
補
助
金
に
つ
い
て
は
、
制
度
の

統
一
化
に
向
け
て
調
整
す
る
。

●
各
町
単
独
の
補
助
金
に
つ
い
て
は
、
事
業
の
実
績

を
踏
ま
え
、
調
整
す
る
。

国
民
健
康
保
険
事
業
の
取
扱
い
に
つ
い
て

国
民
健
康
保
険
事
業
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、
協

議
の
中
で
「
三
町
の
国
保
税
率
は
現
在
異
な
っ
て
い

る
が
、
将
来
統
一
さ
れ
る
際
に
高
い
ほ
う
に
合
わ
せ

る
か
低
い
ほ
う
に
合
わ
せ
る
か
な
ど
、
旧
町
に
よ
る

不
公
平
感
が
生
ま
れ
な
い
よ
う
に
調
整
し
て
ほ
し
い
」

と
す
る
意
見
や
「
新
市
に
な
る
の
だ
か
ら
、
負
担
が

下
が
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
上
が
ら
な
い
よ
う
な
計
画

で
進
め
て
ほ
し
い
。
賦
課
方
式
も
再
度
検
討
し
て
も

ら
い
た
い
」
な
ど
の
意
見
が
あ
り
継
続
協
議
と
し
ま

し
た
。

町体育協会補助金

町婦人会補助金

町防犯協会補助金

老人クラブ補助金

老人クラブ連合会補助金

民生児童委員協議会補助金

町社会福祉協議会補助金

交通安全協会補助金

防除対策委員会補助金

商工会補助金

町観光協会補助金

スポーツ少年団育成費補助金

町体育協会補助金

町婦人会補助金

町防犯協会補助金

老人クラブ活動費補助金

老人クラブ連合会補助金

民生児童委員協議会補助金

町社会福祉協議会補助金

交通安全協会昭和支部補助金

航空防除協議会補助金

商工会補助金

町観光協会補助金

スポーツ少年団運営補助金

町体育協会補助金

婦人会活動費補助金

町防犯協会補助金

老人クラブ補助金

老人クラブ連合会補助金

民生委員活動費補助金

町社会福祉協議会助成金

交通安全協会飯田川支部助成金

航空防除町助成金

商工会育成助成金

町観光協会助成金

スポーツ少年団育成助成金

三
町
に
共
通
す
る
主
な
補
助
金

各
町
単
独
の
主
な
補
助
金

鞍かけ用酒米作付け助成金

無形文化財東湖八坂神社統人

行事保存委員会補助金

石川翁遺跡保存会補助金

新関ささら保存会補助金

鷺舞保存会・矢坂太鼓保存会

助成金

飯田川鷺舞まつり助成金

具体的な調整方法………制度の統一化に向けて調整する。

具体的な調整方法……事業の実績を踏まえ、新市において調整する。

補助金、交付金等の現況

天王町 昭和町 飯田川町
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第14回 合併協議会

介
護
保
険
事
業
の
取
扱
い
に
つ
い
て

介
護
保
険
事
業
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、
次
の
と

お
り
確
認
し
ま
し
た
。

●
介
護
認
定
審
査
会
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
引
き
続

き
共
同
処
理
事
務
を
実
施
で
き
る
よ
う
構
成
団
体

と
合
併
時
ま
で
に
調
整
す
る
。

●
介
護
保
険
料
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
七
年
度
ま
で

現
行
の
と
お
り
と
し
、
平
成
十
八
年
度
か
ら
統
一

す
る
。
納
期
に
つ
い
て
は
、
国
民
健
康
保
険
税
の

納
期
を
考
慮
し
、
八
期
と
す
る
。

●
介
護
保
険
法
第
百
十
七
条
に
基
づ
く
介
護
保
険
事

業
計
画
に
つ
い
て
は
、新
市
に
お
い
て
策
定
す
る
。

●
低
所
得
者
利
用
者
負
担
対
策
事
業
に
つ
い
て
は
、

合
併
時
ま
で
に
調
整
す
る
。

●
介
護
保
険
財
政
安
定
化
基
金
貸
付
金
及
び
拠
出
金

に
つ
い
て
は
、
新
市
に
引
き
継
ぐ
も
の
と
す
る
。

段階 保険料年額

第１段階 25，800円

第２段階 38，700円

第３段階 51，600円

第４段階 64，500円

第５段階 77，400円

●第１期
４月１日～　４月３０日

●第２期
６月１日～　６月３０日

●第３期
８月１日～　８月３１日

●第４期
１０月１日～１０月３１日

●第５期
１２月１日～１２月２５日

●第６期
２月１日～　２月２８日

第１号被保険者

所得段階別

定額保険料

普通徴収納期

※第３段階が基準保険料

段階 保険料年額

第１段階 26，520円

第２段階 39，780円

第３段階 53，040円

第４段階 66，300円

第５段階 79，500円

●第１期
７月１日～　７月３１日

●第２期
８月１日～　８月３１日

●第３期
９月１日～　９月３０日

●第４期
１０月１日～１０月３１日
●第５期
１１月１日～１１月３０日
●第６期
１２月１日～１２月２５日

第１号被保険者

所得段階別

定額保険料

普通徴収納期

※第３段階が基準保険料

段階 保険料年額

第１段階 23，976円

第２段階 35，964円

第３段階 47，952円

第４段階 59，940円

第５段階 71，728円

●第１期
７月１日～　７月３１日

●第２期
８月１日～　８月３１日

●第３期
９月１日～　９月３０日

●第４期
１０月１日～１０月３１日
●第５期
１１月１日～１１月３０日
●第６期
１２月１日～１２月２５日

第１号被保険者

所得段階別

定額保険料

普通徴収納期

●第１期
７月１日～　７月３１日

●第２期
８月１日～　８月３１日

●第３期
９月１日～　９月３０日

●第４期
１０月１日～１０月３１日

●第５期
１１月１日～１１月３０日

●第６期
１２月１日～１２月２５日

●第７期
１月１日～　１月３１日

●第８期
２月１日～　２月２８日

普通徴収納期

※第３段階が基準保険料

平成17年度まで

現行のとおりと

し、平成18年度

から統一する。

天王町 昭和町 飯田川町 具体的な調整方法

３町介護保険事業の現況
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番号 協　定　項　目 確認月日
1 合併の方式 第２回 15．８．８
2 合併の期日
3 新市の名称 第12回 16．３．26
4 新市の事務所の位置 第８回 15．12．19
5 財産の取扱い 第14回 16．５．20
6 議会議員の定数及び任期の取扱い 第13回 16．４．15
7 農業委員会委員の定数及び任期の取扱い 第13回 16．４．15
8 地方税の取扱い 第３回 15．８．27
9 一般職の職員の身分の取扱い 第５回 15．10．24
10 特別職の身分の取扱い 第５回 15．10．24
11 条例、規則等の取扱い 第６回 15．11．14
12 事務組織及び機構の取扱い 第14回 16．５．20
13 一部事務組合等の取扱い 第６回 15．11．14
14 使用料、手数料等の取扱い 第10回 16．２．13
15 公共的団体等の取扱い 第９回 16．１．23
16 補助金、交付金等の取扱い 第14回 16．５．20
17 町名、字名の取扱い 第６回 15．11．14
18 慣行の取扱い 第７回 15．11．28
19 国民健康保険事業の取扱い 継続協議
20 介護保険事業の取扱い 第14回 16．５．20
21 消防団の取扱い 第６回 15．11．14
22 自治組織（町内会等）の取扱い 継続協議
23 地域審議会の取扱い
24 各種事務事業の取扱い
1 国際交流事業 第12回 16．３．26
2 電算システム事業 第４回 15．９．25
3 広報広聴関係事業 第７回 15．11．28
4 納税関係事業 第13回 16．４．15
5 消防防災関係事業 第10回 16．２．13
6 交通関係事業 第12回 16．３．26
7 窓口業務 第11回 16．２．26
8 保健衛生事業 第11回 16．２．26
9 障害者福祉事業 第10回 16．２．13
10 高齢者福祉事業 第12回 16．３．26
11 児童福祉事業 第10回 16．２．13
12 保育園・幼稚園事業 第13回 16．４．15
13 生活保護事業 第10回 16．２．13
14 その他の福祉事業 第14回 16．５．20
15 社会福祉協議会 第12回 16．３．26
16 健康づくり事業 第11回 16．２．26
17 ごみ収集運搬業務 第８回 15．12．19
18 環境対策事業 第８回 15．12．19
19 農林水産関係事業 第11回 16．２．26
20 商工、観光関係事業 第11回 16．２．26
21 勤労者、消費者関連事業 第12回 16．３．26
22 建設関係事業 第10回 16．２．13
23 上水道、下水道事業 第10回 16．２．13
24 公立学校の通学地域 第８回 15．12．19
25 学校教育事業 第13回 16．４．15
26 文化振興事業 第９回 16．１．23
27 集会施設
28 社会教育事業 第９回 16．１．23
29 その他の事業

総合発展計画・行財政改革大綱
指定金融機関 第６回 15．11．14
入札制度
年末年始の休日 第13回 16．４．15

25 新市建設計画について 継続協議

自
治
組
織
（
町
内
会
等
）
の
取
扱
い
に
つ
い
て

自
治
組
織
（
町
内
会
等
）
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、

協
議
の
中
で
「
新
市
の
基
本
に
な
る
の
は
自
治
組
織

で
あ
る
が
、
三
町
の
組
織
や
活
動
に
は
ば
ら
つ
き
が

あ
り
、新
市
に
な
っ
て
か
ら
調
整
す
る
の
で
は
な
く
、

も
う
少
し
検
討
を
重
ね
る
必
要
が
あ
る
」
と
の
意
見

が
あ
り
継
続
協
議
と
し
ま
し
た
。

そ
の
他
の
福
祉
事
業
の
取
扱
い
に
つ
い
て

そ
の
他
の
福
祉
事
業
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、
次

の
と
お
り
確
認
し
ま
し
た
。

●
戦
没
者
追
悼
式
に
つ
い
て
は
、
新
市
に
お
い
て
統

合
し
、
実
施
す
る
。

●
民
生
委
員
推
薦
会
に
つ
い
て
は
、
新
市
に
お
い
て

設
置
す
る
。

●
行
旅
困
窮
者
の
援
助
に
つ
い
て
は
、
合
併
時
に
再

編
す
る
。

合併協定項目の協議状況 （平成16年５月20日現在）
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〒010－0201 南秋田郡天王町天王字上江川４７－６１０　天王町保健センター２階
天王町・昭和町・飯田川町合併協議会事務局

電　話　０１８－８７０－６５６６　ＦＡＸ　０１８－８７８－７２１５
http://www.tsi-gappei.jp/ E-mail：soumu@tsi-gappei.jp

●事務局●

■印刷／株式会社　塚田美術印刷

第15回合併協議会は、平成１6年６月22日（火）午後２時から飯田

川町公民館で開催します。

どなたでも傍聴できますのでお気軽においでください。

informationinformation インフォメーション

『ほっとすぽっと！』では、３町をシリーズ

で紹介しています。 ②天王町

「二田の開拓者　二田是雄
こ れ お

・是儀
これのり

父子」

二田家の先祖は、越後の国から縁あって飯
田川町飯塚の大地主門間家に住まいを求め、
代々開墾

かいこん

（山野を切り開いて新しく田畑にす
ること）を職業としていました。是雄は天保
元年に八竜町に生まれ、１６歳で門間家に入
ると、藩の開拓係になっていた渡部斧松の門
下生になり、開墾の技術を実につけてこれに
専念するようになりました。
井川町でも、井川の上流に堤

つつみ

を作り、用水
路を引いて田が作れるようにしたという功績
がありますが、そのころから是雄は、天王村
の数百町歩

ちょうぶ

にわたる広大な原野の開拓調査を
進めていました。この開墾には、農業用の水
源が必要だったため、是雄が考えたのは新城
川に水源をとり、２０数キロメートルにわた
って水を引く工事でした。長沼の水に頼って
耕作していた住民たちが、新しい用水路で長
沼の流れがさえぎられると自分たちに被害が
及ぶという不安から妨害をしたりして、工事
はなかなか進みませんでした。しかし古くか
らの地元住民にも新しい用水路を利用しても
らうようにすることなどで理解を得、ついに
引水工事をなしとげました。
用水路完成と同時に是雄一家は飯田川から

天王に移り住み、新村を「二田村」と名付け、
自らも二田姓を名乗り、移住農民を募ります。

入植した新村民
には家を建てる
材料や農具、食
料などをすべて
まかなってやり、
自作田と小作田
を半分ずつ与え
るなど厚く世話
をし、新しい村づくりに励みました。
明治６年、是雄は新しい村の経営を是儀に

まかせます。是儀は荒野に植林し、防風対策
や燃料材とし、泥でぬかる田に砂を運んで作
業ができるようにするなど、さらに住みよく
働きやすい環境を整える役割を果たしました。
その後、是雄は県会議員、是儀も国会議員

となり、政治の面からも秋田県の発展に力を
つくしました。跡を継いだ二代目是儀（写真
右）も、３期にわたり天王町長を務めるなど、
地域住民の生活向上や農業振興に意を注ぎま
した。
天王町は現在、秋田市のベッドタウンとし

て人口も増加し、また若い町としても知られ
ています。その活気ある町の礎

いしずえ

をつくった二
田父子をまつった神社・二田神社（写真左）
が天王町二田にあり、今も町の発展を見守っ
ています。

天王町・昭和町・飯田川町
合併協議会


